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(57)【要約】
【課題】荷電粒子線装置には、様々な画像データが大量
に発生する。このため、これら画像データの管理の効率
化が望まれる。
【解決手段】荷電粒子線装置で取得される画像データと
共に生成される属性データに着目し、当該属性データの
内容と一対の関係を有するディレクトリ階層を有する所
定のフォルダで画像データを管理する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　荷電粒子線装置において、
　荷電粒子線を試料に照射し、試料から出力される二次信号を検出する検出器と、
　前記二次信号から生成された画像データを記憶する画像記憶部と、
　前記画像データを表示する表示部と、
　荷電粒子線に対する試料の位置関係を制御する駆動機構と、
　操作部と、
　前記画像データと共に生成される属性データの内容と一対の関係を有するディレクトリ
階層のフォルダが前記画像記憶部に既に存在する場合には、当該フォルダを前記画像デー
タの保存先に指定し、前記属性データの内容と一対の関係を有するディレクトリ階層のフ
ォルダが前記画像記憶部に存在しない場合には、当該ディレクトリ階層を有するフォルダ
を前記画像記憶部に自動的に生成すると共に当該フォルダを前記画像データの保存先に指
定する画像管理部と
　を有することを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像管理部は、前記ディレクトリ階層とは別に、観察条件の設定値に対応するディ
レクトリ階層のフォルダを画像データの保存先に指定する
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の荷電粒子線装置において、
　前記観察条件の設定値は、単条件、範囲条件若しくは組合せ条件又はこれらの組合せで
ある
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像管理部は、画像データを保存するフォルダのディレクトリ階層を保持したまま
、前記画像データを他の記憶媒体に複写又は移動する機能を有する
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像管理部は、自動的に生成された前記ディレクトリ階層を構成するフォルダの細
分化、統合化その他の変更指示を受け付けるユーザ操作画面を、前記表示部に表示する機
能を有する
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像管理部は、前記画像データを前記画像記憶部の所定のフォルダに保存する前に
、画像データを取得する際に使用した観察条件に基づいて保存の可否を判定する
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像管理部は、前記画像データを前記画像記憶部の所定のフォルダに保存する前に
、生成された画像データの画質に基づいて保存の可否を判定する
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像データの画質の判定に使用する閾値は、観察条件及び又は試料に応じて変更可
能である
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　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の荷電粒子線装置において、
　前記画像管理部は、当該処理結果をユーザに報知する機能を有する
　ことを特徴とする荷電粒子線装置。
【請求項１０】
　荷電粒子線装置において取得された画像データを管理する方法において、
　前記画像データと共に生成される属性データの内容と一対の関係を有するディレクトリ
階層のフォルダが画像記憶部に既に存在する場合には、当該フォルダを前記画像データの
保存先に指定する処理と、
　前記属性データの内容と一対の関係を有するディレクトリ階層のフォルダが前記画像記
憶部に存在しない場合には、当該ディレクトリ階層を有するフォルダを前記画像記憶部に
自動的に生成すると共に当該フォルダを前記画像データの保存先に指定する処理と、
　自動生成された前記ディレクトリ階層のフォルダを画像データの保存先として、ユーザ
操作画面に表示する処理と
　を有することを特徴とする画像データ管理方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の画像データ管理方法は、
　前記ディレクトリ階層とは別に、観察条件の設定値に対応するディレクトリ階層のフォ
ルダを画像データの保存先に指定する処理を有する
　ことを特徴とする画像データ管理方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の画像データ管理方法は、
　画像データを保存するフォルダのディレクトリ階層を保持したまま、前記画像データを
他の記憶媒体に複写又は移動する処理を有する
　ことを特徴とする画像データ管理方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の画像データ管理方法は、
　自動的に生成された前記ディレクトリ階層を構成するフォルダの細分化、統合化その他
の変更指示を受け付ける画面を前記ユーザ操作画面に表示する処理を有する
　ことを特徴とする画像データ管理方法。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の画像データ管理方法は、
　前記画像データを前記画像記憶部の所定のフォルダに保存する前に、画像データを取得
する際に使用した観察条件に基づいて保存の可否を判定する処理を有する
　ことを特徴とする画像データ管理方法。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の画像データ管理方法は、
　前記画像データを前記画像記憶部の所定のフォルダに保存する前に、生成された画像デ
ータの画質に基づいて保存の可否を判定する処理を有する
　ことを特徴とする画像データ管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大量の画像データを効率良く管理可能な荷電粒子線装置及び画像データの管
理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来装置においては、画像データの管理に汎用データ（Word/Excel等）と同様の手法が
用いられている。すなわち、ファイル名による画像データの管理が用いられている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２９４３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、近年における荷電粒子線装置の多機能化は目覚しく、多種多様な画像データ
を短時間のうちに、しかも大量に取得することが可能になった。これに伴い、検出器別若
しくは検出信号別の画像データの判別、画像データのバッチ的な取得、取得された画像デ
ータに対する画像処理（画像の合成、画質の改善等）、データ管理等を、ファイル名に従
って画像データ単位で管理し続けることは限界に近づいている。実際、従来手法による管
理は、スループットの観点からユーザの不満原因になっている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そこで、本発明は、荷電粒子線装置で取得される画像データと共に生成される属性デー
タに着目し、当該属性データの内容と一対の関係を有するディレクトリ階層を有する所定
のフォルダを用いて画像データを管理する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の場合、同じフォルダに帰属する画像データは、共通の属性データを有している
。このため、フォルダ単位で画像データを効率的に管理することができる。
【０００７】
　上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】形態例に係る荷電粒子線装置の概略構造を示す図。
【図２】画像データ取り込み時の信号の流れを説明する図。
【図３】属性データの内容と画像データの保存に使用されるディレクトリ階層の関係を説
明する図。
【図４】観察条件の設定値を使用したディレクトリ階層の例を示す図。
【図５】単条件による管理、範囲条件による管理、組合せ条件による管理を説明する図。
【図６】ディレクトリ階層付きの画像データの移動を説明する図。
【図７】一括画像処理機能を説明する図。
【図８】ユーザ操作画面例を示す図。
【図９】ユーザ操作画面例を示す図。
【図１０】形態例に係る管理処理の概要を説明するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面に基づいて、本発明の実施の形態を説明する。なお、本発明の実施態様は、
後述する形態例に限定されるものではなく、その技術思想の範囲において、種々の変形が
可能である。
【００１０】
　以下に説明する荷電粒子線装置には、電子やイオン等を試料に照射して試料の概観構造
等を観察する顕微鏡だけでなく、試料を透過した電子等により試料の内部構造や組成を観
察する顕微鏡も含まれている。また、本明細書における荷電粒子線装置には、計測や検査
に用いられる装置だけでなく、集束イオンビーム装置等の加工装置も含まれる。また、発
明に係る管理機能の応用対象には、いわゆる荷電粒子線装置だけでなく、荷電粒子線によ
って取得された画像データを取り扱う全ての情報処理装置も含まれる。
【００１１】
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　＜形態例１＞
　まず、画像データの基本的な管理機能について説明する。形態例に係る管理機能には、
画像データをハードディスク装置（以下「ＨＤＤ」という。）に保存する際に用いられる
機能と、ＨＤＤ装置等に記憶されている画像データを管理する際に用いられる機能とがあ
る。
【００１２】
　最初に、画像データをＨＤＤ装置に保存する際に使用する管理機能について説明する。
管理機能は、生成された画像データに対し、任意の名前（ファイル名）を自動的に付与す
る。次に、当該管理機能は、画像データと対で生成される属性データ（観察条件を含む。
）の内容と一対の関係を有するディレクトリ階層を有する所定のフォルダに画像データを
保存する。例えば属性データに、ユーザ名、日付、検出器（信号）、観察条件が含まれる
場合、当該管理機能は、以下のディレクトリ階層を有するフォルダに画像データを保存す
る。
【００１３】
Ｄ：￥ユーザ名￥日付￥検出器（信号）￥観察条件
【００１４】
　ただし、ＨＤＤ装置に、前述したディレクトリ階層を有するフォルダが存在しない場合
、当該ディレクトリ階層を有するフォルダを自動的に生成し、生成されたフォルダに画像
データを保存する。
【００１５】
　この他、管理機能は、これらのディレクトリ階層とは別に、観察条件の設定値に対応す
るサブフォルダを生成し、設定値が一致する全ての画像データを保存する機能を有してい
ても良い。例えばディレクトリの１つが「倍率」である場合、当該ディレクトリ内に、10
0倍率に対応するサブフォルダ、1000倍率に対応するサブフォルダ、10000倍率に対応する
サブフォルダを生成し、それぞれに倍率条件が一致する全ての画像データを保存しても良
い。
【００１６】
　この種の管理機能は、特定の観察条件の設定値にのみ着目する手法であり、前述の例と
は異なり、他の観察条件の不一致は問わない。なお、設定値に基づくサブフォルダの生成
方法には、１つの項目の１つの値だけを規定する単条件、１つの項目の値の範囲だけを既
定する範囲条件、複数の項目の論理積を規定する組合せ条件がある。
【００１７】
　続いて、ＨＤＤ装置に記憶されている画像データの管理機能について説明する。なお、
当該管理機能の前提として、ＨＤＤ装置には属性データの内容と一対の対応関係を有する
ディレクトリ階層のフォルダ又は観察条件の設定値に基づいて設定されたフォルダに画像
データが記憶されているものとする。同じフォルダに保存されている画像データは、いず
れも属性データ等が同一であることを意味する。従って、同じフォルダに保存されている
画像データは、同様の特性や利用価値を備えているものとみなすことができる。
【００１８】
　そこで、当該管理機能では、画像データ単位による管理に代えてフォルダ単位による画
像データの保存、削除、移動、複写、名前の変更、画像処理、検索、表示等を実行する。
例えば１つの操作により、フォルダ内の複数の画像データを一括に削除する。例えば１つ
の操作により、ディレクトリ階層を構成するフォルダ単位で画像データを削除する。例え
ば１つの操作により、フォルダ単位でファイル名称の変更や移動を実現する。この他、個
別の観察条件に対応するフォルダ単位の一括処理も可能とする。例えば横断的な検索処理
により特定の観察条件を満たす画像データが不要である場合（例えば加速電圧10kV以上の
画像データが不要な場合）、当該条件を満たすフォルダ単位の削除を１つの操作により実
現する。同様に、１つの操作により、フォルダ単位でファイル名称の変更や移動を実現す
る。
【００１９】
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　以上説明したように、形態例に係る管理機能の搭載により、ユーザは個々の画像データ
の保管場所やファイル名等を意識することなく、一度に大量の画像データを効率的に管理
することができる。
【００２０】
　＜形態例２＞
　前述した管理機能は、ＨＤＤ装置の記憶容量が有限であることに起因する管理負担の軽
減にも効果的である。現在、画像データの１枚当たりの画像データ量は高解像度化に伴い
増加傾向にある。しかも、大量の画像データをＨＤＤに一括保存する機会が増えている。
このため、ＨＤＤ容量は従来にも増して圧迫を受ける傾向にある。この改善のため、従来
装置でも、画像データの圧縮保存、ＨＤＤの大容量化等が採用されている。
【００２１】
　しかし、これらの対策にも、スループットの低下や高価な設備投資を必要とする等の問
題がある。また、これらの対策は、残容量の不足メッセージの出力時点を先送りできるだ
けであり、メッセージの発行後は、画像データ毎の整理に膨大な時間を必要とする。
【００２２】
　この形態例に係る管理機能には、フォルダ単位による画像データの一括複写や一括移動
時に、対応するディレクトリ階層も同時に他の記憶媒体に保存する機能を搭載する。当該
機能が搭載されている場合、仮にＨＤＤ装置の残容量の不足メッセージが出力された場合
でも、フォルダ単位で画像データを他のＨＤＤ装置等に速やかに複写又は移動することが
できる。しかも、ディレクトリ階層が保存されるため、複写や移動後も、複写元又は移動
元のＨＤＤ装置との間で一体的な管理を継続できる。
【００２３】
　この結果、画像圧縮処理等によるスループットの低下や高価な設備投資を不要にするこ
とができる。
【００２４】
　＜形態例３＞
　（装置構成）
　続いて、前述した管理機能を応用した荷電粒子線装置の具体例を説明する。この形態例
の場合、荷電粒子線装置は、走査型電子顕微鏡（以下「ＳＥＭ」という。）であるものと
する。
【００２５】
　図１に、ＳＥＭの概略構成を示す。ＳＥＭは、電子銃１、陽極２、コンデンサレンズ３
、偏向器５、対物レンズ６、試料台８、試料ステージ９、二次電子検出器１１、増幅器１
２、画像記憶部１３、主制御部１４、コンピュータ部１５、表示部１６、入力装置（マウ
ス１７、キーボード１８、専用操作パネル１９）、記憶媒体２０で構成される。記憶媒体
２０は、画像データベースを形成する。
【００２６】
　電子銃１より放出された一次電子線４は、陽極２により制御・加速され、コンデンサレ
ンズ３、偏向器５及び対物レンズ６を経て試料２１の表面に収束・照射される。なお、試
料２１は、試料ステージ９上に搭載された試料台８に設置されている。また、一次電子線
４に対する試料２１の位置決めは、当該照射に先立ち、試料ステージ９の駆動制御を通じ
て実現される。
【００２７】
　試料２１の観察に必要な一連の制御は、主制御部１４が実行する。主制御部１４には、
表示機能や入力機能を分担するコンピュータ部１５が接続される。入力装置を通じて設定
された観察条件等は、コンピュータ部１５を通じて主制御部１４に与えられる。なお、コ
ンピュータ部１５は、形態例１で説明した画像データの管理機能も提供する。表示部１６
は、ユーザ操作画面の表示に使用される。
【００２８】
　観察位置の移動（一次電子線４の照射領域に対する試料２１の移動）は、主制御部１４
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によるステージ制御部１０の制御を通じて実現される。ここで、ステージ制御部１０は、
主制御部１４の指示に従い、試料ステージ９の駆動をする。
【００２９】
　試料２１に一次電子線４を照射することで発生した二次電子７は、二次電子検出器１１
により検出される。二次電子検出器１１から出力される検出信号は、増幅器１２によって
増幅された後、不図示のアナログ／デジタル変換器によってデジタル信号に変換され、そ
の後、画像記憶部１３に記憶される。以下、画像記憶部１３に記憶されたデジタル信号を
画像信号とも呼ぶ。画像信号は、コンピュータ部１５によって読み出され、表示部１６に
観察画像として表示される。
【００３０】
　本形態例においては、一次電子線４の照射により発生する二次信号の検出装置として二
次電子検出器１１のみを記載しているが、反射電子検出器、二次電子と反射電子の両方を
検出可能な混合検出器その他を検出装置を使用しても良い。複数種類の検出装置を搭載す
ることにより、様々な種類の画像データを取得できる。
【００３１】
　コンピュータ部１５は、装置全体の制御だけでなく、画像データの解析処理も実行する
。このため、コンピュータ部１５では、制御やデータ解析処理を実行するためのプログラ
ムが実行される。当該プログラムは、メニュー画面、ＧＵＩ画面その他のユーザ操作画面
を表示部１６に表示する。当該プログラムは、ユーザ操作画面を通じ、装置の様々な状態
を視覚的にユーザに提示すると共に、装置制御やデータ解析処理に必要な指示を操作者か
ら受信する。
【００３２】
　なお、画像データ及び属性データは、プログラム処理を通じ、記憶媒体（データベース
格納エリア）２０に保存される。この他、プログラムは、画像データ及び属性データの管
理（削除、移動、複写、名前の変更、画像処理、検索、表示等）も提供する。
【００３３】
　（画像データを取得する際の処理）
　図２に、主制御部１４とコンピュータ部１５によって実行される画像データの取得処理
動作を説明する。
【００３４】
　表示部１６には、ユーザ操作画面２３（メニュー画面、ＧＵＩ画面、ＵＩ画面等）だけ
が表示されているものとする。操作者２２は、このユーザ操作画面２３に対する操作入力
を通じ、画像データ管理機能部２４による管理（保存、削除、移動、複写、名前の変更、
画像処理、検索、表示等）を起動する。画像データ管理機能部２４は、取得された画像デ
ータを保存する際の管理も提供する。
【００３５】
　ここでは、操作者２２が、画像データの一括保存を選択したものとする。一括保存とは
、個々の画像データが得られるたびに保存処理をリアルタイムで実行するのとは異なり、
テンポラリメモリエリア２５に保存された複数の画像データを対象とする保存処理をいう
。
【００３６】
　操作者２２が当該機能を選択すると、コンピュータ部１５は、当該機能の実行を指示す
るコマンドを、コマンド送信／受信部２６を通じて主制御部１４に送信する。当該コマン
ドは、主制御部１４のコマンド送信／受信部２６において受信される。受信されたコマン
ドは、鏡体制御部２７に与えられる。鏡体制御部２７は、鏡体２８内に格納される電子銃
１、陽極２、コンデンサレンズ３、偏向器５、対物レンズ６、ステージ制御部１０との間
に用意された入出力インターフェースを制御する。当該制御により、試料２１の観察領域
に対応する画像データが、鏡体２８から画像記憶部１３に格納される。
【００３７】
　この後、主制御部１４は、画像記憶部１３からコンピュータ部１５に画像データを送信
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する。表示部１６の画面上には、観察領域の画像がＳＥＭ画像として表示される。また、
当該画像データは、コンピュータ部１５のテンポラリメモリエリア２５に保存される。こ
の保存の際、コンピュータ部１５は、画像データと対をなす属性データを生成し、当該属
性データもテンポラリメモリエリア２５に保存する。この後、コンピュータ部１５は、デ
ータベース格納エリアとしての記憶媒体２０に、画像データと属性データを格納する。こ
の際、コンピュータ部１５は、保存対象とする画像データと対をなす属性データの内容と
一致するディレクトリ階層のフォルダに該当する画像データを保存する。
【００３８】
　（属性データとディレクトリ階層の関係）
　図３を用い、保存先となるフォルダが有するディレクトリ階層と属性データの内容との
対応関係を示す。前述したように、コンピュータ部１５のテンポラリメモリエリア２５に
は、画像データと対をなす属性データ２９が保存されている。図３には、属性データ２９
の記述例を示している。コンピュータ部１５は、画像データを記憶媒体２０に記憶する前
に、対応する属性データの内容を読み出し、当該内容と一致するディレクトリ階層３０が
記憶媒体２０に存在するか否か検索する。
【００３９】
　属性データ２９の内容と一致するディレクトリ階層３０が記憶媒体２０に存在する場合
、コンピュータ部１５は、当該階層構造を有するフォルダ３０１を保存先に指定し、画像
データと属性データ２９を保存する。図３の場合、Ｄ：￥ユーザ名￥サンプル名￥日付￥
検出器￥加速電圧￥倍率で与えられるフォルダに、画像データと属性データ２９を保存す
る。
【００４０】
　一方、属性データ２９の内容と一致するディレクトリ階層が記憶媒体２０に存在しない
場合、コンピュータ部１５は、記憶媒体２０に対応するディレクトリ階層を有する新規の
フォルダ３０１を自動的に生成し、当該フォルダ３０１に画像データと属性データ２９を
保存する。すなわち、コンピュータ部１５は、属性データ２９からユーザ名、サンプル名
、取得日、検出器（信号）、加速電圧、倍率等を順番に読み出し、読み出し順に階層が下
位となるディレクトリ階層を記憶媒体２０内に生成する。図３には、属性データ２９とデ
ィレクトリ階層の対応関係を破線矢印で表している。
【００４１】
　以上のように、本形態例に係るコンピュータ部１５は、画像データの保存時に、属性デ
ータ２９と一致するディレクトリ階層を有するフォルダを検索又は生成し、当該フォルダ
に属性データが共通する画像データを集約的に保存する。
【００４２】
　この特性を利用し、コンピュータ部１５は、ディレクトリ階層を検索対象とすることで
、条件に合致する画像データを検索し、表示部１６に表示することができる。結果的に、
一括削除や一括画像処理（例えば移動、複写、名前の変更、検索、表示等）に必要な時間
を最小化できる。勿論、このデータ管理手法は、画像データ単位で属性データを管理する
場合に比して、操作者自身による管理が容易になる。
【００４３】
　さらに、コンピュータ部１５は、画像データの保存時に、自動的に任意の名前を付ける
機能も有している。
【００４４】
　（観察条件の設定値によるディレクトリ階層の生成）
　ここでは、観察条件の設定値に基づいたディレクトリ階層の生成と生成されたフォルダ
に基づく画像データの管理について説明する。
【００４５】
　図４及び図５に、観察条件の設定値を使用したディレクトリ階層の生成イメージを示す
。なお、画像データの保存先となるディレクトリ階層の生成機能は、コンピュータ部１５
が提供する。
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【００４６】
　前述したように、画像データは、基本的には属性データにより管理される。その一方で
、操作者側からは、走査型電子顕微鏡の詳細な観察条件に基づいて画像データを管理した
いとの要望も多い。そこで、前述した属性データの内容に基づくディレクトリ階層を有す
るフォルダ生成機能の他に、観察条件に基づくディレクトリ階層のフォルダ生成機能も搭
載する。すなわち、本形態例の場合には、これら２種類のフォルダを用いて画像データを
一括管理する。
【００４７】
　図４は、操作者が使用する観察条件の一例を示している。観察条件には、例えば条件の
絞込み条件がある。条件には、単条件、範囲条件、組合せ条件等がある。
【００４８】
　ここで、「単条件」とは、単一の値と一致するか否かを絞り込み条件とする場合に用い
られる。例えば図４は、HVが0.3kVの画像データのみを保存、削除、移動、複写、名前の
変更、画像処理、検索、表示等の対象とする例を示している。図５は、二次電子検出器か
らの画像データのみを保存対象とする例を示している。当該単条件を満たすフォルダは、
ユーザ名の直下に生成される。
【００４９】
　当該フォルダには、条件を満たす限り、他の条件が異なる画像データも保存される。従
って、図５の場合、加速電圧、倍率等が異なる画像データも同じフォルダに保存される。
なお、図５の場合、属性データ２９は、画像データが二次電子像であることを示している
。このため、当該属性データに対応する画像データの保存は許される。
【００５０】
　「範囲条件」とは、値がある範囲内に属するか否かを絞り込み条件とする場合に用いら
れる。例えば図４は、観察時の倍率が1000～10000倍の画像データのみを保存、削除、移
動、複写、名前の変更、画像処理、検索、表示等の対象とする例を示している。図５は、
加速電圧が１kV以下の画像データのみを保存対象とする例を示している。当該範囲条件を
満たすフォルダも、ユーザ名の直下に生成される。
【００５１】
　当該フォルダには、条件を満たす限り、他の条件が異なる画像データも保存される。図
５の場合、属性データ２９は、画像データの加速電圧が２kVであることを示している。こ
のため、当該属性データに対応する画像データの保存は許されない。
【００５２】
　「組合せ条件」とは、複数の値や範囲の組合せを絞り込み条件とする場合に用いられる
。例えば図４は、倍率が1000倍であり、かつ、W.D.が10mmの画像データのみを保存、削除
、移動、複写、名前の変更、画像処理、検索、表示等の対象とする例を示している。図５
は、検出器が二次電子検出器であり、かつ、加速電圧が５kV以下の画像データのみを保存
対象とする例を示している。当該範囲条件を満たすフォルダも、ユーザ名の直下に生成さ
れる。
【００５３】
　当該フォルダには、条件を満たす限り、他の条件が異なる画像データも保存される。図
５の場合、属性データ２９は、画像データは二次電子像であり、かつ、加速電圧が２kVで
あることを示している。このため、当該属性データに対応する画像データは、対応フォル
ダに保存される。
【００５４】
　以上の通り、コンピュータ部１５は、画像データを記憶媒体２０に保存する前に、画像
データを取得する前に使用した観察条件に基づいて保存の可否を判定する。
【００５５】
　なお、画像データ管理機能部２４には、記憶媒体２０に画像データを保存する前に、観
察条件に一致しない画像データの保存の有無を判定する機能を搭載することが望ましい。
例えば画像データをデータベースに保存する前に、画質に基づいて保存の可否を判定する
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ことが望ましい。
【００５６】
　一般には、画質が良好な画像（例えば焦点のあった画像）のみが保存対象に選択される
が、非焦点画像等の画質が必ずしも良好でない画像も保存対象とし、その他の観察条件に
基づく判定を行っても良い。この他、画像データ管理機能部２４には、画像データに施す
画像処理の内容に応じてフォルダを生成し、当該フォルダに画像処理後の画像データを格
納する機能を搭載しても良い。
【００５７】
　いずれにしても、本形態例によれば、属性データだけでなく、観察条件（画像処理の内
容を含む）の共通する画像データを一括して管理することが可能となり、画像データの管
理を効率化することができる。なお、前述したように観察条件の一部は、属性データの一
部項目とも重複している。従って、観察条件に基づく分類は、属性データの特定の項目に
基づく管理とも考えることができる。
【００５８】
　（画像データの複写及び移動）
　続いて、前述したディレクトリ階層を有するフォルダに保存された画像データの管理機
能の一例を説明する。ここでは、図６を用い、本形態例に特有の画像データの複写と移動
動作を説明する。図６では、複写元又は移動元の記憶媒体２０を記憶媒体Ａとし、複写先
又は移動先の記憶媒体２０を記憶媒体Ｂとする。一般的なファイルの複写や移動は（図６
の中段に示す例）、ファイルのみを対象として実行され、記憶媒体Ｂ上で指定されたフォ
ルダにファイルだけが複写又は移動される。
【００５９】
　しかし、本形態例のコンピュータ部１５は、特定の画像データを他の記憶媒体Ｂに複写
又は移動する場合、画像データの属するフォルダのディレクトリ階層を検出し、移動先に
指定された記憶媒体Ｂに同じディレクトリ階層が存在するか否かを判定する。もし記憶媒
体Ｂにも同じディレクトリ階層が存在する場合、コンピュータ部１５は、同フォルダに画
像データを複写又は移動する（図６の下段に示す例）。
【００６０】
　これに対し、記憶媒体Ｂに対応するディレクトリ階層が存在しない場合、コンピュータ
部１５は、記憶媒体Ａのディレクトリ階層と同じディレクトリ階層を記憶媒体Ｂに生成し
、その後、複写元又は移動元と同じフォルダに画像データを複写又は移動する。
【００６１】
　この動作は、フォルダ内で指定された個別の画像データの複写又は移動時にも実行され
、勿論、フォルダ内に存在する複数の画像データを一括に複写又は移動する場合にも実行
される。このように、本形態例の場合には、複写後又は移動後も同じディレクトリ階層で
画像データが管理される。このため、記憶媒体の増設時にも、それまでと同じ管理手法を
適用して多数の画像データの管理を継続できる。
【００６２】
　（フォルダ管理）
　続いて、自動生成等されたフォルダの管理機能の一例を説明する。前述したように、こ
の形態例の場合には、操作者の選択により、属性データや観察条件の内容に一致するディ
レクトリ階層のフォルダに画像データを自動的に保存し、当該フォルダ単位で複数の画像
データを一括管理することができる。
【００６３】
　ただし、生成された階層構造が操作者の意図する管理基準と合致しない場合も考えられ
る。この場合に備え、本形態例の場合には、ユーザ操作画面上で生成されたディレクトリ
構造を変更できるようにする。例えば操作者は、ユーザ操作画面上で、複数のフォルダや
複数の階層を指定するフォルダを統合することができる。また、操作者は、ユーザ操作画
面上で、１つのフォルダを複数のフォルダやサブフォルダに分割することができる。当該
機能の搭載により、操作者は、意図するディレクトリ階層及び単位で画像データを管理す
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ることが可能になる。
【００６４】
　（一括画像処理）
　図７を用い、画像データ管理機能の一例である一括画像処理機能について説明する。コ
ンピュータ部１５による画像データ３２の管理手法には、観察条件に基づいて保存の必要
／不要を判定する場合と、画像データ３２の画質（非焦点、ノイズ等）に基づいて必要／
不要を判定する場合がある。
【００６５】
　本形態例においては、画像データ３２を記憶領域２０に保存する前に、一括画像処理を
実行し、不要な画像データ３２が記憶領域２０に保存される事態を未然に防止する。その
目的は、不要な画像データ３２による記憶容量の消費を防ぎ、管理の効率化を実現するた
めにある。もっとも、操作者が希望する場合には、不要と判定される画像データを記憶媒
体２０に保存しても良い。
【００６６】
　ここでは、一括画像処理として、正焦点画像データか否かの判定処理を想定する。すな
わち、正焦点画像データと判定された場合にのみ、画像データを記憶媒体２０に保存する
場合について説明する。
【００６７】
　なお、判定処理には、判定閾値の設定が必要である。判定閾値は、設計データや経験値
等に基づいて事前に与えられているものとする。例えば試料（半導体デバイス等）の設計
データと観察条件から想定される定量的な線幅（具体的な数値はＣＡＤデータが用いられ
る）を閾値３５として用意する。
【００６８】
　コンピュータ部１５は、取得された画像データを測長し、測長結果３４を閾値３５と比
較する。図７の場合、画像データに画像処理を施すことで得られる波形表示３３から波形
の線幅を測長し、当該測長結果３４と閾値３５を比較することにより、画像データの画質
を判定する。なお、測長結果３４と閾値３５の比較に際しては、マージン３６を考慮する
。この形態例場合、マージン３６は、設計段階で線幅値（すなわち閾値３５）の±５％等
に設定する。もっとも、マージン３６の大きさは、操作者が観察条件、試料等を考慮して
変更できるようにしても良い。因みに、保存が不要と判定された場合、コンピュータ部１
５は、記憶媒体２０への保存処理を行わず、削除処理３７を実行する。
【００６９】
　この他、一括画像処理には、画像データ全体にＣＧ法を適用して分解能を計測し、計測
結果と閾値との比較に基づいて画像データの必要性を判定する手法も考えられる。例えば
計測結果が予め定めた分解能値の範囲外の場合、保存が不要なデータと判定する。
【００７０】
　以上の処理は、テンポラリメモリエリア２５に保存された複数の画像データを対象とし
、バッチ処理として実行される。すなわち、テンポラリメモリエリア２５に複数の画像デ
ータが保存された後に実行される。しかし、テンポラリメモリエリア２５に画像データを
保存するタイミング（すなわち、リアルタイム）に、前述した画像処理を行うこともでき
る。この場合、画像データの必要／不要がテンポラリメモリエリア２５への保存と同時に
判定される。このため、不要と判定された画像データをリアルタイムでテンポラリメモリ
エリア２５から削除することもできる。
【００７１】
　なお、これらの画像処理は、操作者の指示とは無関係に自動実行することも可能である
。ただし、その場合には、処理結果を示すメッセージを表示し、判定結果を操作者に確認
しても良い。
【００７２】
　（ユーザ操作画面）
　続いて、ユーザ操作画面２３の表示例を説明する。この形態例の場合、操作者は、ユー
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ザ操作画面２３を通じ、保存、削除、移動、複写、名前の変更、画像処理、検索、表示の
いずれかの一括管理機能を実行できる。
【００７３】
　図８に示すユーザ操作画面２３は、機能選択エリア３８で「保存」が選択された場合の
表示例を表している。このため、図８の場合には、保存専用のメニュー画面３９が表示さ
れている。保存専用のメニュー画面３９には、ファイル名の表示欄、保存場所の表示欄、
ファイル名詳細設定ボタン、保存場所詳細設定ボタン、更新ボタン、キャンセルボタン、
閉じるボタン等が表示される。
【００７４】
　ファイル名の表示欄の近傍位置には、ファイル名の自動設定機能を有効化するか否かを
指定するチェックボックスが表示されている。また、保存場所の表示欄の近傍位置には、
保存場所の自動設定機能を有効化するか否かを指定するチェックボックスが表示されてい
る。図８の場合、保存場所の自動設定機能が有効化されており、保存場所の表示欄には、
属性データから生成されたディレクトリ階層が表示されている。なお、ファイル名を作業
者が個別に設定したい場合には、ファイル名詳細設定４０が表示され、保存場所を作業者
が個別に設定したい場合には、保存場所詳細設定４１が表示される。
【００７５】
　図９に示すユーザ操作画面２３は、機能選択エリア３８で「画像処理」が選択された場
合の画面例を表している。このため、図９の場合には、画像処理専用のメニュー画面４２
が表示されている。画像処理専用のメニュー画面４２には、非焦点処理選択用のボタン、
明るさ調整選択用のボタン、分解能算出処理選択用のボタン、画質改善処理選択用のボタ
ン等が表示される。各選択用のボタンの近傍には詳細条件設定用のボタンが表示される。
各ボタンの選択により、サブメニュー４３が表示され、対応する処理の詳細設定が可能に
なる。例えば判定閾値等の設定が可能になる。
【００７６】
　（処理手順全体）
　図１０に、コンピュータ部１５で実行される処理手順の概要を示す。まず、コンピュー
タ部１５は、図８や図９に示すユーザ操作画面２３を表示する（ステップＳ１）。次に、
コンピュータ１５は、操作者による操作入力を待ち受ける状態になる（ステップＳ２）。
【００７７】
　コンピュータ部１５は、いずれの機能が操作されたかを順番に判定する（ステップＳ３
、Ｓ５、Ｓ７、Ｓ９）。いずれかの判定処理において肯定結果が得られると、コンピュー
タ部１５は、対応するサブルーチン処理を実行する（ステップＳ４、Ｓ６、Ｓ８、Ｓ１０
）。なお、画像データと対で生成される属性データの内容と対応したディレクトリ階層の
検索処理や生成処理は、各サブルーチンの先頭処理として実行される。各処理の実行後、
コンピュータ部１５は、ステップＳ２に戻る。
【００７８】
　これに対し、いずれの機能も選択されていなかった場合（ステップＳ３、Ｓ５、Ｓ７、
Ｓ９で否定結果の場合）、コンピュータ部１５は、操作終了か否かを判定する（ステップ
Ｓ１１）。例えば閉じるボタンが操作されたか否かを判定する。否定結果が得られた場合
、コンピュータ部１５は、ステップＳ２に戻る。一方、肯定結果が得られた場合、コンピ
ュータ部１５は、ユーザ操作画面２３を消去し（ステップＳ１２）、一連の処理を終了す
る。
【００７９】
　（まとめ）
　以上の通り、本形態例に係る走査型電子顕微鏡を用いれば、大量に発生する画像データ
を共通の属性データを有する画像データに対して用意されたフォルダ単位で管理できる。
すなわち、操作者は、フォルダ単位で画像データを管理することができる。フォルダ単位
で大量の画像データを管理できるため、管理の効率化を実現できる。
【００８０】
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　また、本形態例に係る走査型電子顕微鏡は、各画像データの属性データの内容と一致す
るディレクトリ階層を自動的に生成することができる。この階層構造は、属性データの内
容を表しているため、個別の属性データを読み出さなくても、ディレクトリ階層で特定さ
れる位置のフォルダに保存されている画像データに共通する性質の判定を効率よく行うこ
とができる。すなわち、処理負荷を低減できる。
【００８１】
　また、本形態例の場合には、あるフォルダに保存されている単一の又は複数の画像デー
タを他の記憶媒体に複写又は移動する場合でも、元の記憶媒体のディレクトリ階層を保持
したまま、画像データの複写又は移動を行うことができる。従って、記憶媒体の増設時に
も、既存のデータ管理と全く同じデータ管理を継続することができる。
【００８２】
　また、本形態例の場合には、ユーザ操作画面を通じ、自動的に生成されたディレクトリ
階層のフォルダの細分化、統合化その他の変更指示を操作者の意思に基づき行うことがで
きる。従って、操作者の使い勝手を向上することができる。
【００８３】
　また、本形態例の場合には、記憶媒体２０の所定のフォルダに保存する前に、画像デー
タの保存の可否を観察条件や画質に基づいて判定するため、不要な画像データによる記憶
容量の消費を防止することができる。
【００８４】
　また、本形態例の場合には、画像データの画質の判定に使用する閾値を観察条件及び又
は試料に応じて自由に変更することができる。このため、判定結果を操作者の意図に近づ
けることができる。
【００８５】
　また、本形態例の場合には、一括画像処理処理の結果を操作者に報知する機能を用意し
たことにより、処理結果の良否を操作者の観点から確認することができる。
【００８６】
　＜他の形態例＞
　なお、本発明は上述した実施例に限定されるものでなく、様々な変形例が含まれる。例
えば、上述した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したものであり
、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。また、ある実施
例の一部を他の実施例の構成に置き換えることが可能であり、また、ある実施例の構成に
他の実施例の構成を加えることも可能である。また、各実施例の構成の一部について、他
の構成を追加、削除又は置換することも可能である。
【００８７】
　また、上述した各構成、機能、処理部、処理手段等は、それらの一部又は全部を、例え
ば集積回路その他のハードウェアとして実現しても良い。また、上記の各構成、機能等は
、プロセッサがそれぞれの機能を実現するプログラムを解釈し、実行することにより実現
しても良い。すなわち、ソフトウェアとして実現しても良い。各機能を実現するプログラ
ム、テーブル、ファイル等の情報は、メモリやハードディスク、SSD（Solid State Drive
）等の記憶装置、ICカード、SDカード、DVD等の記憶媒体に格納することができる。
【００８８】
　また、制御線や情報線は、説明上必要と考えられるものを示すものであり、製品上必要
な全ての制御線や情報線を表すものでない。実際にはほとんど全ての構成が相互に接続さ
れていると考えて良い。
【符号の説明】
【００８９】
　１　　電子銃
　２　　陽極
　３　　コンデンサレンズ
　４　　電子線
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　５　　偏向器
　６　　対物レンズ
　７　　二次電子
　８　　試料台
　９　　試料ステージ
　１０　ステージ制御部
　１１　二次電子検出器
　１２　増幅器
　１３　画像記憶部
　１４　主制御部
　１５　コンピュータ部
　１６　表示部
　１７　マウス
　１８　キーボード
　１９　専用操作パネル
　２０　記憶媒体
　２１　試料
　２２　操作者
　２３　ユーザ操作画面
　２４　画像データ管理機能部
　２５　テンポラリメモリエリア
　２６　コマンド送信／受信部
　２７　鏡体制御部
　２８　鏡体
　２９　属性データ
　３０　ディレクトリ階層
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